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（
公
社
）
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
実
施
し
た
「
一
般

の
方
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
と
東
京
協
会
に
持
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
調
査
」
で
は
、
最
後
に
、
ビ
ル
メ
ン
が
社
会
に
と
っ

て
不
可
欠
な
仕
事
か
ど
う
か
調
査
を
行
い
、
そ
う
思
わ
な
い
と

い
う
人
に
は
自
由
回
答
で
理
由
を
答
え
て
も
ら
っ
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
の
仕
事
が
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
と
「
思
う
」
は

47
・
３
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
が
40
・
５
％
で
、

９
割
弱
の
人
が
ビ
ル
メ
ン
は
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
「
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
と
い

う
人
が
挙
げ
た
理
由
は
、「
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
な
の
で
、
専

門
職
で
な
く
兼
業
で
い
い
と
思
う
」、「
個
人
で
自
分
た
ち
で
行

え
ば
い
い
か
ら
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
機
械
化
が
進
み
不
要

と
な
り
そ
う
」、「
コ
ス
ト
削
減
で
人
よ
り
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ

た
方
が
い
い
と
い
う
企
業
が
増
え
そ
う
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

東
京
協
会
で
は
、
こ
う
し
た
回
答
に
つ
い
て
、
今
後
業
界
と

し
て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
仕
事
と
人
間
の
仕
事
と
の
差
別
化
や
経

営
の
効
率
化
、
品
質
の
維
持
、
専
門
性
の
高
さ
の
周
知
な
ど
が

必
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、調
査
全
体
の
総
括
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
の
中
で
は
、「
ロ

ボ
ッ
ト
の
得
意
分
野
を
把
握
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
が
共
存
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
」
と
将
来
を
展
望
し
た
。
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令
和
２
年
度  

国
へ
の
要
望
等
を
審
議

第110 回
理事会

要
望
内
容
を
説
明
す
る
横
田
幹
事
長

収
支
報
告
を
行
う
坂
野
会
計
責
任
者

監
査
報
告
を
行
う
大
村
監
事　

理
事
会
の
様
子

議
長
を
務
め
た
榎
本
副
理
事
長

冒
頭
の
挨
拶
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
３
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
第

１
１
０
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
令

和
元
・
２
年
度
政
治
連
盟
理
事
会

等
の
運
営
」「
副
理
事
長
に
よ
る

理
事
長
職
務
の
代
理
順
位
」「
令

和
２
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に

関
す
る
要
望
」「
全
国
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
評
議
員
の
選

任
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

冒
頭
、梶
山
龍
誠
理
事
長
は「
本

日
は
盛
り
だ
く
さ
ん
な
審
議
事
項

や
報
告
事
項
が
ご
ざ
い
ま
す
」
と

述
べ
、
議
長
の
榎
本
寛
副
理
事
長

が
「
審
議
事
項
、
協
議
事
項
、
報

告
事
項
、
そ
の
他
と
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
な
進
行
を
お
願
い

し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　

ま
ず
令
和
元
・
２
年
度
政
治
連

盟
理
事
会
等
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
梶
山
理
事
長
が
提
案
、
石
井

千
寿
事
務
局
長
が
詳
細
説
明
を

行
っ
た
。

　

石
井
事
務
局
長
は
、「
政
治
連

盟
の
理
事
会
は
、
基
本
的
に
東
京

協
会
の
理
事
会
終
了
後
に
開
催
。

毎
月
第
一
火
曜
日
が
原
則
で
す

が
、
政
治
連
盟
の
理
事
会
は
毎
月

開
催
で
は
な
い
」
と
、
第
１
１
８

回
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提

示
。
こ
の
ほ
か
、
評
議
員
会
の
開

催
、
理
事
会
の
議
長
・
議
事
録
署

名
人
や
理
事
会
の
申
し
合
わ
せ
事

項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

副
理
事
長
に
よ
る
理
事
長
職
務

の
代
理
順
位
は
梶
山
理
事
長
が
、

「
政
治
連
盟
規
約
第
19
条
第
２
項

に
基
づ
き
、
副
理
事
長
に
よ
る
理

事
長
職
務
の
代
理
順
位
を
定
め

る
。
第
一
位
が
榎
本
副
理
事
長
、

第
二
位
は
野
口
理
事
長
と
す
る
」

と
提
案
。

　

令
和
２
年
度
国
の
予
算
・
制
度

等
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、

横
田
英
雄
幹
事
長
が
「
毎
年
、
自

民
党
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
要
望

書
の
提
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
要
望
書
を
基
に
、
国
か
ら
の
回

答
を
参
考
に
し
て
、
追
加
、
修
整
、

削
除
を
行
い
ま
し
た
」
と
、
昨
年

と
の
違
い
を
中
心
に
説
明
。

　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治

連
盟
評
議
員
の
選
任
に
関
し
て

は
、
梶
山
理
事
長
が
「
役
員
改
選

に
伴
い
、
前
田
理
事
を
評
議
員
と

し
て
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政

治
連
盟
の
情
報
を
共
有
す
る
」
と

提
案
。
各
議
案
と
も
、
事
務
局
に

よ
る
調
整
を
含
め
て
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
政
治
連
盟
規
約
の
改
正
に
係

る
課
題
を
協
議
。

　

こ
の
あ
と
報
告
事
項
が
５
つ
あ

り
、
ま
ず
坂
野
正
和
会
計
責
任

者
が
「
令
和
元
年
上
期
の
収
支
」、

大
村
清
保
監
事
が
「
令
和
元
年
上

期
の
収
支
に
係
る
会
計
監
査
」
に

つ
い
て
報
告
。

　

石
井
事
務
局
長
が
「
東
京
都
議

会
各
会
派
に
対
す
る
要
望
活
動
」

「
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
結
果

と
対
応
」「
令
和
元
年
７
月
理
事

会
以
後
の
動
き
と
今
後
の
予
定
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

ほ
か
に
、
そ
の
他
と
し
て
「
都

議
会
自
民
党
等
と
の
勉
強
会
の
日

程
」「
都
議
会
自
民
党
宇
田
川
総

務
会
長
へ
の
説
明
」
に
関
し
て
、

石
井
事
務
局
長
が
周
知
を
図
っ

た
。

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
21
日
、「
平

成
30
年
労
働
安
全
衛
生
調
査
（
実

態
調
査
）」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

同
調
査
は
、
周
期
的
に
テ
ー
マ
を

変
え
て
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30

年
は
事
業
所
の
労
災
防
止
活
動
及

び
安
全
衛
生
管
理
の
実
態
、
労
働

者
の
仕
事
や
職
業
生
活
で
の
不
安

や
ス
ト
レ
ス
、
受
動
喫
煙
等
の
実

態
を
調
査
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
所
の
割
合
は

59
・
２
％
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
の
割

合
は
88
・
５
％
で
あ
っ
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
所
の
取
組
内
容

（
複
数
回
答
）
で
は
、「
労
働
者
の

ス
ト
レ
ス
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
票
を
用
い
て
調
査
（
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
）」
が
62
・
９
％
、
次

い
で
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
労
働
者
へ
の
教
育
研
修
・

情
報
提
供
」
が
56
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
た
事
業
所
の
う
ち
、
分

析
を
行
っ
た
割
合
は
73
・
３
％
で
、

こ
の
う
ち
分
析
結
果
を
活
用
し
た

割
合
は
80
・
３
％
。
結
果
の
活
用

内
容
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
残

業
時
間
削
減
、
休
暇
取
得
に
向
け

た
取
組
」
が
46
・
５
％
と
最
も
多

か
っ
た
。
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厚
生
労
働
大
臣
を
は
じ
め
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議

所
、
全
国
商
工
会
連
合
会
、
全
国

中
小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。

　

事
業
主
や
労
働
者
が
働
き
方
改

革
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

支
援
の
一
環
と
し
て
、「
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
」
や
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
な
ど
に
つ
い
て
の

解
説
動
画
も
順
次
配
信
し
て
い
く

予
定
。

　
厚
生
労
働
省

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
解
説
動
画
を
配
信

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
10
日
、

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
つ

い
て
解
説
す
る
動
画
の
第
１
弾

を
「
働
き
方
改
革
特
設
サ
イ
ト
」

（https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

hatarakikata/

）
で
公
開
し
た
。

　

事
業
主
や
労
働
者
に
働
き
方
改

革
関
連
法
の
内
容
を
よ
く
理
解
し

て
も
ら
い
、
働
き
方
改
革
の
機
運

を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。
今
回
公

開
し
た
の
は
、「
進
め
よ
う
！　

働
き
方
改
革
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
意
義
」。

働
き
方
改
革
の
必
要
性
や
意
義
を

分
か
り
や
す
く
解
説
。


